



















































Anatomy and Personal Health Care in the latter part of Edo era:





The purpose of this paper is to clarify the view of the body which anatomy brought about in the common
 
phases in the latter part of the Edo era,especially the view of the inside of which anatomy and personal health
 
care are related, focusing on illustrated comic books.The main works were Taki Yasumoto (Rankei)
?Kotobukigusa”(1789-1801),Jippensha Ikku ?Haranouchi Yojo Shuron”(1799),Kashikoan ?Haranouchi
 
Nozoki Karakuri”(1826), and Fukunaga Yoshitomo ?Shitai Eisei Daiichi no Kokoroe”(1885). Taki
 
Yasumoto?Kotobukikusa”is a work expressing a passive attitude towards the anatomy that the anatomical
 
knowledge is not useful for the personal health care.?Haranoushi Yojo Shuron”and ?Haranouchi Nozoki
 
Karakuti”don’t deal with the anatomy but describe the drama of peoples compared to the internal organs.
?Shintai Eisei Daiichi no Kokoroe”positively evaluated anatomical knowledge and explained the body
 
comparing it to the political system of modern Japan.The development of the story of going around the inner
 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































九八(T.Screech, The Scientific Gaze of and Popular
 
Imagery in Later Edo Japan ： theLens within the
 












































27 『現代語訳 黄帝内経素問』「霊蘭秘典論篇 第八」東洋学
術出版社、一九九一、一六一頁。
28 貝原益軒『養生訓』正徳三、特に巻之一総論に内慾の記述が
ある。
29 大黄(だいおうの根)、大戟(とうだい草の根)、甘遂(なつと
うだい草の根)、郁李仁(にわうめの果実の核)などの生薬。
30 多紀、前掲書(三宅秀・大沢謙二編『日本衛生文庫第三輯』
大空社、一九七九、三一頁)。
31 十返舎一九『腹内養生論』二-三丁(国立国会図書館)
32 辰巳洋編『中医用語辞典』源草社、二〇〇九、七四頁。
33 同書、一四〇頁。
34 根とは、生命活動の基本のことで、先天の本のこと。同書、
八八頁。
35 錦絵「飲食養生鑑」でも肝は奉行として絵が描かれている。
36 東山堂については信州の薬問屋である、詳細は不明。東山堂
の絵は歌川直政と歌川貞房による浮世絵がある。それらに
も「せんきの妙薬」という看板が中心的に描かれており、文
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近世後期における解剖学の養生論的展開
字通り看板商品だったと思われる。中川五郎左衛門編『江
戸買物独案内』(文政七年)には東山堂は掲載されていない。
37 かしこ庵作・『腹内窺機関』七丁。(国立国会図書館)
38 同上。
39 桜井由畿は、本井了承『長命衛生論』(一八一二)、辻慶応儀
『養生女の子算』(一八三三)と比較した上で、解題として次
のように述べている。「本書が前二書と比して優れているの
は、儒学の観念論から自立して、具体的・科学的に人間の身
体の働きや長寿健康を分析していることである。」(『江戸時
代女性文庫43』大空社、二〇〇六、「解題」四頁。)
40 『養生辨後編』(日本衛生文庫第四輯)
41 山東京山著、安藤広重画『無病長寿養生手引草』(国立国会
図書館)
42 同書、(『江戸時代女性文庫43』大空社、一九九六、)
43 同書、(『江戸時代女性文庫43』大空社、一九九六、)
44 『衛生第一の心得』六-七頁。(国立国会図書館)
45 同上、十一頁。(国立国会図書館)
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